
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月９日（金）、生徒会長候補者の立会演説会を図書室で

行いました。会長候補の○○くんは、自らの考えを全校生徒に

堂々と演説し、支持と協力を求めました。 

２学期の終業式前に、○○会長が副会長他、役員等の指名

を行い、校長が任命し、正式な新執行部が誕生します。 

現執行部の素晴らしい実績と伝統を受け継ぎ、より一層活気

あふれる生徒会活動を展開してくれるものと期待しています。 

 

 

 

１２月１６日（金）、家庭科の一環として、３年生が「命の始まりを学ぶ会」の授業を受けました。 

地元の母子健康推進員の皆様など、８名に来校いただき、生徒は、今後、親となった時、経験す

るおむつの付け方や服の着替えさせ方、読み聞かせの大切さなど、多くのことを学びました。 

以前は地域の方のご協力で赤ちゃんとふれあいながら実習してきましたが、コロナ禍の３年間は

「赤ちゃん人形」で体験しています。それでも生徒は、母推の皆様から助言をいただきながら、真剣

に取り組みました。 将来の自分の姿を思い描きながら・・・。 

 

 

 
岩国市では、冬季休業中の学校閉庁期間を延長し、教職員の心身の健康増進や休暇取得促

進を通して、学校運営の改善や教職員の働き方改革を推進することとしており、今年度は、 
１２月２８日（水）から１月４日（水）を学校閉庁日とします。 

学校閉庁日における緊急時には、岩国市教育委員会を通して各学校長に連絡するようにし
ていますので、緊急の際は、岩国市教育委員会学校教育課または岩国市役所に御連絡くださ
い。 

＜緊急連絡先＞ 岩国市教育委員会：２９－５２０３（12/28、1/4） 
                岩国市役所：  〔代〕２９―５０００（12/29～1/3） 
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https://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/nishiki-j/ 

 

 

【立候補者の○○くん】 

 



 

 

本校は、赤い羽根共同募金の趣旨に賛同して、生徒会役員が毎朝募金活動を行ってきました。 

１２月２０日の放課後、全校を代表した４人が岩国市社会福祉協議会錦支部を訪れ、全校生徒

や教職員の心のこもった募金を手渡し

ました。 

高齢者や障がい者の支援や災害地

支援に少しでも役立つことを願っていま

す。 

 

 

 

学校地域連携カリキュラムの達成状況について、生徒

自身が振り返る活動をしました。 

５月の熟議では、これまでの学習や行事が、カリキュラ

ムの系統表に示してある４つの柱のどこに関連があるの

かについて、地域の方と話し合いました。 

11月の熟議では、小学生４グループ、中学生２グルー

プの地域学習に関する提案発表を行い、地域の方から

アドバイスをいただきました。 

こうして活用してきた系統表の中身について、各自が

どれほど達成できているのか振り返り、自己評価しまし

た。今後も熟議などを行い、地域の皆様と一緒に「めざ

す子どもの姿」や「地域の在り方」などを共有し、協働し

た取組を行ってまいります。 

 

 

 

 

本年度は、英語教育で小中高校が連携した授業づくりを推進してきました。 
英語だけでなく、日常の取組として、１２月には、理科の江村教諭が、宇佐川小と錦清流小に
出向き「出前授業」を行いました。 
江村教諭は、理科の専門性を生かし、「静電気のしくみ」について、実験を通して学びを深め

ました。小学校の児童は、体験しながら興味津々で学
習をしていました。 

 

 

 

 

 

【実験中！】 

 

 

 

【浮き上がる物体に興味津々】 【宇佐川小の様子をリモートで参加】 

【募金をする３年生 原田さん】 【社会福祉協議会にて】 


